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創
立
六
十
五
周
年
を
迎
え
て

理
事
長
　
永
　
由
　
徳
　
夫

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
お
力
添
え
を
賜
り
、
洵
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
蔭
を
持
ち
ま
し
て
、
本
会
は
創
立
六
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

今
年
度
の
「
書
道
三
学
会
」
は
、
こ
の
記
念
の
年
に
、
本
会
会
長
・
横
田
恭
三
先
生
に

お
骨
折
り
い
た
だ
き
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
国
立
大

学
を
中
心
に
持
ち
回
り
の
形
で
担
当
し
て
き
た
長
い
歴
史
の
中
で
、
私
学
が
名
実
と
も
に

旗
艦
校
と
な
っ
て
開
催
す
る
画
期
的
な
大
会
で
あ
り
、
大
変
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
併
催
す
る
会
員
書
作
展
も
、
大
会
会
場
に
隣
接
す
る
新
設
の
区
民
施
設
で
の
展
示
と

な
り
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
出
品
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
特
別
企
画
と
し
て
「
拓
本
鑑
賞
会
」「
書
に
関
す
る
講
演
会
」
を
開
催
し
、

多
数
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
創
立
六
十
五
周
年
記
念
企
画
と

し
て
、
五
年
ぶ
り
に
「
台
湾
研
修
旅
行
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
（
七
頁
参
照
）。
今
回
は
、

高
雄
か
ら
台
北
に
向
か
っ
て
縦
断
す
る
、
通
常
な
か
な
か
組
め
な
い
旅
程
で
す
の
で
、
万

障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

学
会
誌
『
大
学
書
道
研
究
』
も
、
工
夫
を
凝
ら
し
、
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

第
十
六
号
で
は
学
術
論
文
の
他
、
講
演
録
概
要
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
聴
講
叶
わ
な

か
っ
た
皆
様
に
も
ご
一
読
い
た
だ
き
、
臨
場
感
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
学
会
の
維
持
・
拡
充
を
念
頭
に
、「
長
期
会
員
へ
の
優
遇
措
置
の
導
入
」
を

は
じ
め
、
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き

ご
支
援
・
ご
助
勢
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
全
国
大
学
書
道
学
会
と
清
水
比
庵
と

副
会
長
　
柿
木
原
　
く
　
み

　

ほ
の
ぼ
の
と
む
ら
さ
き
に
ほ
ふ
朝
ぼ
ら
け
う
ぐ
ひ
す
の
声
山
よ
り
き
こ
ゆ

　

こ
の
歌
は
、
昭
和
四
十
一
年
新
春
の
宮
中
歌
会
始
の
儀
に
召
人
を
拝
命
し
た
、
清
水
比

庵
の
詠
進
歌
で
あ
る
。
比
庵
は
同
年
十
一
月
十
九
日
に
、
東
京
学
芸
大
学
で
開
催
さ
れ
た

全
国
大
学
書
道
学
会
に
お
い
て
講
演
を
行
な
っ
た
。
筆
者
に
は
小
論
「
清
水
比
庵
周
辺
の

人
々
と
自
用
印
と
」
が
あ
り
、
比
庵
年
譜
上
で
こ
の
講
演
の
こ
と
は
承
知
し
て
い
た
。

　

先
日
、
故
前
田
舜
次
郎
先
生
（
元
跡
見
学
園
女
子
大
学
教
授
）
の
書
籍
整
理
に
参
上
の

折
、
書
架
に
「
書
の
歩
み　

清
水
比
庵
」
と
題
す
る
小
冊
子
を
発
見
、
ま
さ
に
比
庵
講
演

の
筆
記
録
で
、
新
し
い
日
本
の
文
化
の
方
向
を
示
唆
す
る
貴
重
な
内
容
を
多
く
含
ん
で
い

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
先
生
の
お
許
し
を
得
て
一
冊
と
し
た
、
と
記
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

書
架
に
は
比
庵
随
筆
集
『
紅
を
も
て
』（
昭
和
四
十
四
年
、
求
龍
堂
）
も
あ
り
、
文
中
「
よ

い
と
こ
ろ
を
見
付
け
る
」
に
は
学
芸
大
学
で
の
講
演
に
つ
い
て
の
所
感
の
記
述
が
あ
る
。

そ
し
て
、
四
十
一
年
十
一
月
号
の
「
書
道
グ
ラ
フ
」
は
比
庵
と
桑
鳩
の
作
品
特
集
号
で
あ

る
。
上
田
桑
鳩
は
前
田
次
郎
先
生
の
師
で
あ
る
。
何
と
い
う
偶
然
の
連
鎖
で
あ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
比
庵
令
孫
清
水
固
氏
は
、
比
庵
佳
境
の
会
会
長
と
し
て
年
二
回
会
報
を
発

行
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
数
年
前
、
現
日
会
第
六
代

会
長　

故
城
所
湖
舟「
清
水
比
庵
の
故
里 

― 

備
中
高
梁　

歌
碑
め
ぐ
り
」と「
清
水
比
庵
・

第
二
の
ふ
る
さ
と　

備
中
笠
岡
を
歩
く
」
の
二
本
の
紀
行
文
が
、
競
書
雑
誌
・
凌
雲
か
ら

転
載
さ
れ
た
。
城
所
正
先
生
（
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
）
も
前
田
先
生
と
同
じ
頃
、
筆

者
の
本
務
校
・
相
模
女
子
大
学
で
非
常
勤
講
師
と
し
て
お
力
添
え
い
た
だ
き
、
ご
一
緒
に

金
沢
や
奈
良
な
ど
で
の
学
会
に
参
加
し
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
て
い
る
。

　

残
念
な
が
ら
先
生
方
と
比
庵
を
語
る
機
会
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
比
庵
生
誕
一
四
〇
年

の
本
年
、
こ
の
よ
う
な
形
で
比
庵
の
世
界
を
共
有
で
き
た
こ
と
を
感
慨
深
く
思
う
。
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全国大学書道学会 第65回 令和５年度（東京）大会　第１次案内

　下記の要領で、全国大学書道学会 第65回 令和５年度（東京）大会を開催します。ふるってご参加、研究発表の
ご応募、会員書作展へのご出品をいただきたくご案内申し上げます。
　本会は本年度、創立65周年を迎えました。大会ではこれを記念し、海外から著名な研究者を招聘し、特別講演を
開催する予定です。

１）主　　催 全国大学書道学会

２）開催大学 跡見学園女子大学

３）開 催 日 令和５（2023）年９月17日（日）

４）大会会場 跡見学園女子大学　文京キャンパス　〒112‒8687　東京都文京区大塚1‒5‒2　

５）参 加 費 3,000円　＊準会員（大学院生）は2,000円（予定）

６）日　　程 （予定 ＊発表件数により変動する場合があります。）
 ９：00 受付（２号館１階エントランス）
 ９：30 ～ 10：30 開会式・総会（以下、Ｍ2605教室）
 10：30 ～ 12：00 研究発表（１）
 12：10 ～ 13：00 昼食
 13：00 ～ 14：35 研究発表（２）
 14：50 ～ 16：00 大会記念講演
 16：10 閉会

７）研究発表の募集
　大会における研究発表を希望する会員（準会員を含む）は、下記を確認の上、発表要旨を期日までに事務局長宛
に郵送またはE-mail添付ファイルにてお送りください。内容は未発表のものに限ります。なお、共同研究の場合、
発表者以外の方が会員でない場合も発表は可能です。研究発表は、発表用レジュメ・パワーポイント等を利用して
行っていただきます。発表用レジュメ（100部）は、９月８日（金）必着で開催大学担当者宛に送付願います。

①発表要旨
・要旨には、研究の意義・ねらい、方法、結論等を簡潔に記してください。
・ 体裁：word文書A4標準設定、縦置き縦書き、上下２段組。１段は、縦33字、横23行、10.5ポイント。 

書式はホームページ（http://all-shodo.jp）＞「会員への情報」からもダウンロードできます。
・ 要旨は上段に記載し、最初の４行に、タイトル、所属機関名及び役職・発表者氏名（共同研究の場合は全員）

を記し、本文は500字以上627字（19行）以内、全23行以内としてください。
・下段には、発表者氏名、郵便番号、住所、電話（FAX）番号、E-mailアドレスを付記してください。
②申込締切　７月10日（月）必着
③送 付 先　〒247‒8512　神奈川県鎌倉市大船6‒1‒3　鎌倉女子大学短期大学部初等教育学科

電話　0467‒33‒8211　e-mail  sgym-hyt@kamakura-u.ac.jp
全国大学書道学会 事務局長　杉山　勇人　宛

８）学会誌への投稿
・ 研究発表後に、学会誌へ投稿される場合には、連絡先を明記した別紙とともに、完成原稿（３部）を11月10日（金）

までに学術局長宛に送付してください。
・ 大会における研究発表を経ずに、学会誌に研究論文を投稿される際は、上記①にならった論文要旨を８月31日（木）

までに事務局長宛に送付・お申込みください。学術委員会の審議を経て、投稿の可否を連絡いたします。その上で、
学会誌または学会ホームページ掲載の執筆要項を確認の上、完成原稿（３部）を11月10日（金）までに学術局長宛
に送付してください。

＊ 本年度大会において研究発表をされた方が、本年度発行の学会誌に投稿される場合は、再度の論文要旨の送付・
投稿申し込みは必要ありません。なお、次年度以降に発行される学会誌に投稿される場合は、所定の期日までに
あらためて論文要旨を送付し、投稿を申し込んでください。
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９）会員書作展
　会員作品展を以下のように開催いたします。ふるってご出品ください。詳細は、同封別紙の出品要項をご覧ください。
（１）会　　期 令和５年９月13日（水）～９月20日（水）　９：00 ～ 20：00（土日祝日は９：00 ～ 17：00） 
 （初日は13：00から、最終日は12：00まで）
（２）会　　場 文京区立大塚地域活動センター
 住所　東京都文京区大塚1‒4‒1（中央大学茗荷谷キャンパス内２階）
 TEL 03‒3947‒2624
（３）協 賛 費	 7,000円（作品返送料を含む）
（４）作品規格 同封別紙「全国大学書道学会会員書作展出品要項」でご確認ください。
（５）内　　容 自由
（６）送付期日 ８月８日（火）必着　　※協賛費を払込の上、作品、出品票を同封のこと
（７）送 付 先 〒352‒8501　埼玉県新座市中野1‒9‒6　跡見学園女子大学文学部　横田 恭三　宛
 TEL　048‒478‒3413（大会会場住所とは異なりますので、ご注意ください。）

＊ なお、協賛費は郵便振替口座払い込みとなります。今回同封の払込取扱票（赤色）を使い、年会費と併せて
払い込んでください（過年度年会費未納の方は、別送の払込取扱票にて年会費とともにお支払いください）。

＊出品作品は会期終了後、出品者に返送します（協賛費に返送料は含まれています）。

10）大会記念講演　　学会創立65周年記念特別講演　　 講師　祁小春 先生（中国人民大学教授） 
演題　調整中

11）三学会合同懇親会　※本年度は実施いたしません。

12）理事会【オンライン開催】
　　日　　時　　９月10日（日）　19：00 ～ 20：30　※理事の皆様には別途ご連絡いたします。

13）大会会場への交通・宿泊・昼食について
　　〈交通〉　東京メトロ丸の内線「茗荷谷駅」（出口２）より徒歩約２分
　　　　　　東京メトロ有楽町線「護国寺駅」（出口５）より徒歩約８分
　　〈宿泊・昼食〉各自ご手配願います。

[お問合せ]　・研究発表、学会に関するお問い合わせ
　　　　　　　全国大学書道学会事務局（杉山勇人／鎌倉女子大学／sgym-hyt@kamakura-u.ac.jp／0467‒33‒8211）
　　　　　　・大会に関するお問い合わせ
　　　　　　　開催大学担当（横田恭三／跡見学園女子大学／yokota@atomi.ac.jp／048‒478‒3413【文学部研究室】）

本学会と併せて、下記の学会等が開催されます。（参加費はそれぞれに必要です）
＊９月15日（金）　13：00 ～ 16：50　日本教育大学協会全国書道教育部門
＊９月16日（土）　９：30 ～ 16：10　全国大学書写書道教育学会

年会費納入のお願い
　本学会の年会費について、払込取扱票（赤色）により、８月８日（火）までに納入くださるよう、お願い
いたします。
　なお、現在、理事会において満65歳以上の会員に対する会費優遇措置を検討しております。お手数
ですが、払込取扱票の生年月記入欄へのご記入をお願いいたします。

〈昨年度まで完納されている会員〉
＊年会費は、会員6,000円、準会員（大学院生）5,000円です。準会員は、大学院修了後、会員資格

として取り扱います。（但し、大学院修了とともに退会を希望する場合は、必ず推薦者の了承のもと、
事務局に退会を申し出ること。）

〈昨年度までに未納分がある会員〉
＊未納分のある方には、その旨を記載した「払込取扱票」を別送しておりますので、こちらで本年度分と
合わせて納入ください（本会報同封の払込取扱票は使用しないようお願いいたします）。

■口座番号　00110‒9‒613810　　　■加入者名　全国大学書道学会
〈全国大学書道学会　会計局〉　 〒305‒8574　茨城県つくば市天王台1‒1‒1 

筑波大学芸術系 尾川研究室内 
TEL／FAX　029‒853‒2717　　E-mail ogawa@geijutsu.tsukuba.ac.jp
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全
国
大
学
書
道
学
会
　
特
別
企
画

　
　
書
に
関
す
る
講
演
会
　
報
告専

修
大
学
　
松
　
尾
　
　
　
治

　

三
月
十
一
日
（
土
）
十
五
時
か
ら
相
模
女
子
大
学
十
一
号
館
教
室
に
お
い
て
本
年
度
第

二
回
目
の
特
別
企
画
と
し
て
跡
見
学
園
女
子
大
学
教
授 

横
田
恭
三
先
生
の
講
演
会
が
開

催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
都
内
千
人
を
切
る
よ
う
に
な
り
久
し
い

が
、
前
回
同
様
、
対
面
開
催
ゆ
え
事
前
申
込
制
と
し
感
染
拡
大
防
止
に
つ
と
め
無
事
終
了

で
き
た
の
で
こ
こ
に
報
告
す
る
。
会
員
同
伴
の
高
校
生
・
大
学
生
の
参
加
も
あ
り
清
新
溌

溂
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
横
田
先
生
に
は
ご
用
意
い
た
だ
い
た
資
料
と
ス
ラ
イ
ド
の
説
明

を
頂
い
た
。
参
加
総
数
四
十
名
超
と
な
り
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

演
目
は
「
新
発
見
の
文
字
資
料
～
現
地
レ
ポ
ー
ト
あ
れ
こ
れ
～
」
と
し
九
十
分
お
話
し

い
た
だ
い
た
あ
と
、
拓
本
（
軸
装
・
ま
く
り
）
や
レ
プ
リ
カ
な
ど
を
会
場
に
運
ん
で
頂
き

そ
の
場
で
展
観
で
き
た
。「
秦
公
一
号
大
墓
出
土
石
磬
刻
字
」、「
里
耶
秦
牘
」、「
亀
山
漢
墓

塞
石
刻
銘
」、「
何
君
閣
道
摩
崖
」、「
顔
真
卿
書
郭
虚
己
墓
誌
銘
・
蓋
」
の
五
品
、
多
く
の

眼
福
を
得
た
。

　

お
話
は
二
〇
〇
七
年
北
京
に
在
外
研
究
（
一
週
間
前
後
の
旅
を
十
四
回
）
さ
れ
た
際
の

文
物
と
の
出
会
い
を
は
じ
め
、
中
国
研
究
者
と
の
交
流
に
つ
い
て
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

た
。
近
年
コ
ロ
ナ
禍
で
渡
航
で
き
な
い
状
況
も
相
俟
っ
て
一
つ
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
羨

ま
し
く
感
じ
た
。
特
に
「
秦
石
磬
銘
」
の
鮮
明
な
線
状
を
拓
影
で
確
認
で
き
た
こ
と
、「
何

君
閣
道
摩
崖
」
が
宋
代
以
来
の
再
発
見
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
印
象
深
く
拝
聴
し

た
。
恐
ら
く
参
加
し
た
皆
が「
渡
航
制
限
緩
和
が
待
ち
遠
し
い
！
」と
思
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

後
日
、
銀
座
で
の
第
四
十
回
俟
清
社
書
展
に
て
、
故
西
林
昭
一
先
生
の
著
録
と
中
国
で

の
思
い
出
の
写
真
を
拝
見
し
、
そ
の
思
い
は
強
く
な
っ
た
。
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コ
ロ
ナ
禍
で
の
海
外
文
化
研
修
オ
ン
ラ
イ
ン
の
試
み

大
阪
教
育
大
学
　
出
　
野
　
文
　
莉

　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
生
活
環
境
の
変
化
が
始
ま
っ
て
か
ら
三
年
目
に
な
る
。
大
学
の
授
業
も

対
面
授
業
が
減
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
授
業
が
増
え
た
。
ま
た
、
五
年
間
学
生
た
ち
を

帯
同
し
て
中
国
天
津
市
で
行
っ
て
き
た
海
外
文
化
研
修
も
中
止
さ
れ
た
。
海
外
文
化
研
修

を
ぜ
ひ
と
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
考
え
つ
い
た
の
が
、
中
国
の
書
家
や

水
墨
画
家
に
授
業
の
動
画
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
学
生
た
ち
に
授
業
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
〇
二
二
年
度
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
第
二
回
目
の
集
中
講
義
と
し

て
、
三
名
の
中
国
の
先
生
方
に
動
画
制
作
を
依
頼
し
た
。

　

曹
柏
崑
先
生
は
、
天
津
師
範
大
学
名
誉
教
授
で
宋
代
の
米
芾
書
の
第
一
人
者
と
し
て
知

ら
れ
る
大
変
有
名
な
書
家
で
あ
る
。
曹
先
生
に
は
、
篆
・
隷
・
行
・
草
・
楷
の
五
つ
の
書

体
に
つ
い
て
書
き
方
の
特
徴
や
基
本
的
な
運
筆
に
つ
い
て
講
義
や
実
演
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
曹
先
生
の
書
く
一
字
一
字
の
筆
使
い
の
動
き
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
見
事
な
書
に
学
生

た
ち
は
心
を
奪
わ
れ
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。

　

劉
珺
先
生
は
天
津
大
学
王
学
仲
芸
術
研
究
所
の
准
教
授
で
新
鋭
の
水
墨
画
家
で
あ
る
。

劉
先
生
か
ら
は
水
墨
画
の
実
技
と
し
て
、
菊
・
桜
・
蘭
と
竹
・
パ
ン
ダ
・
雀
な
ど
の
絵
を

実
際
に
描
き
な
が
ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
墨
の
濃
淡
の
使
い
分
け
や
側
筆
な
ど
に
慣
れ

て
い
な
い
学
生
に
は
劉
先
生
の
水
墨
画
の
実
演
は
非
常
に
新
鮮
に
映
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

陳
靖
先
生
は
山
東
芸
術
学
院
書
法
学
院
で
書
法
と
篆
刻
を
教
え
る
書
家
で
あ
る
。
陳
先

生
か
ら
は
山
東
省
に
あ
る
泰
山
刻
石
・
崗
山
摩
崖
石
刻
・
雲
峰
刻
石
・
五
鳳
刻
石
・
北
朝

仏
教
摩
崖
経
な
ど
の
刻
石
に
つ
い
て
画
像
を
見
せ
な
が
ら
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。
学
生

た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
書
鑑
賞
の
体
験
と
な
っ
た
。

　

中
国
の
有
名
な
書
画
家
に
よ
っ
て
講
義
さ
れ
た
中
国
の
書
法
や
水
墨
画
の
話
を
私
が
通

訳
し
て
授
業
を
進
め
た
。
私
は
以
前
、
天
津
市
少
年
宮
で
児
童
た
ち
に
書
法
を
教
え
て
い

た
の
で
、
そ
の
経
験
も
話
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
普
段
の
考
え
と
相
違
す
る

視
点
か
ら
語
ら
れ
る
書
道
の
講
話
を
聴
く
機
会
を
得
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
に
身
を
置

い
て
自
身
の
書
道
観
を
捉
え
な
お
す
絶
好
の
機
会
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
比
田
井
天
来
揮
毫「
淺
岡
先
生
頌
徳
碑
」の
採
拓
と
法
帖
制
作

信
州
大
学
　
小
　
林
　
比
出
代

　

信
州
大
学
教
育
学
部
に
は
、
信
州
教
育
及
び
日
本
の
近
代
教
育
に
貢
献
さ
れ
た
先
生
方

の
頌
徳
碑
が
四
碑
建
立
さ
れ
て
い
る
。「
淺
岡
先
生
頌
徳
碑
」
と
「
正
木
先
生
碑
銘
」
は
そ

の
中
の
一
碑
で
あ
る
。「
淺
岡
先
生
頌
徳
碑
」で
称
え
ら
れ
る
淺
岡
一
は
、
一
八
八
六（
明
治

一
九
）年
、
長
野
県
尋
常
師
範
学
校
に
第
四
代
校
長
と
し
て
就
任
し
、
長
野
県
教
育
界
並
び

に
長
野
県
尋
常
師
範
学
校
の
興
隆
に
尽
力
、「
信
州
教
育
」の
基
礎
を
築
い
た
中
核
と
し
て
、

日
本
の
近
代
教
育
の
進
展
に
貢
献
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
碑
の
撰
文
は
、
明
治
大
正
時

代
の
教
育
者
、
思
想
家
で
あ
る
杉
浦
重
剛
、
揮
毫
は
比
田
井
天
来
に
拠
る
。
本
碑
揮
毫
の

一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
、
天
来
五
十
歳
、
同
年
天
来
は
『
学
書
筌
蹄
』
を
刊
行
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
本
碑
の
揮
毫
年
は
天
来
自
身
の
節
目
の
年
に
も
あ
た
り
、「
淺
岡
先
生
頌
徳

碑
」
は
近
代
日
本
書
道
史
上
看
過
で
き
な
い
名
碑
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
学
で
は
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
に
「
信
州
大
学
創
立
70
周
年
・
旧
制
松
本
高
等
学

校
100
周
年
記
念
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
本
碑
（
400
㎝
×
140
㎝
）
の
採
拓
を
し
た
。
当
該

事
業
は
、
採
拓
に
精
通
さ
れ
て
い
る
元
木
春
峰
堂
堂
主
元
木
忍
氏
に
ご
指
導
を
、
平
成
二

六
年
度
信
州
ア
カ
デ
ミ
ア
（
信
大
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
）
地
域
志
向
教
育
支
援
事
業
で
「
正
木
先

生
碑
銘
」（
長
野
県
尋
常
師
範
学
校
第
五
代
校
長 

正
木
直
太
郎
の
頌
徳
碑
）
の
採
拓
を
経

験
し
た
卒
業
生
達
に
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
書
写
書
道
教
育
研
究
室
の
学
生
を
中
心
に
臨

ん
だ
。
採
拓
後
、
参
加
し
た
学
生
達
か
ら
「
出
来
上
が
っ
た
紙
を
教
室
で
広
げ
た
と
き
に

は
言
葉
に
で
き
な
い
感
情
が
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。
す
ご
い
な
、
自
分
た
ち
で
こ
れ
を

作
っ
た
ん
だ
な
と
、
な
ん
だ
か
誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。」
と
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　

そ
し
て
、
本
碑
建
立
か
ら
百
年
後
の
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
、
先
の
拓
本
の
一
つ
を
、

二
〇
二
一
年
度
在
籍
の
学
生
達
が
法
帖
に
仕
立
て
た
。
完
成
後
、「
作
業
に
は
難
し
さ
が

伴
い
ま
し
た
が
、
完
成
し
た
時
の
感
動
も
一
入
で
し
た
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

【
引
用
資
料
】
小
林
比
出
代
「
比
田
井
天
来
揮
毫
「
淺
岡
先
生
頌
徳
碑
」
の
採
拓 

― 

信
州
大
学

創
立
70
周
年
・
旧
制
松
本
高
等
学
校
100
周
年
記
念
事
業
報
告 

―
」（『
信
大
国
語
教
育 

第
30

号
』）／
小
林
比
出
代
「
比
田
井
天
来
揮
毫
「
淺
岡
先
生
頌
徳
碑
」
拓
本
の
法
帖
制
作
」（『
研
究

紀
要 

第
28
集
』）
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　「
書
道
コ
ー
ス
」
の
新
設

　
　
― 

時
代
に
即
し
た
書
の
継
承
と
展
開
を
目
指
し
て

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
　
丸
　
山
　
果
　
織

　

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
は
、
神
戸
の
街
や
港
を
望
む
高
台
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
は
緑
に
包
ま
れ
、
そ
の
中
に
レ
ン
ガ
造
り
の
学
舎
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
各
所
に
は
、「
具
体
美
術
協
会
」
を
は
じ
め
と
す
る
戦
後
活
躍
し
た
現
代

美
術
の
芸
術
家
た
ち
の
作
品
が
配
置
さ
れ
、「
戦
後
の
書
」
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
き
た
筆

者
に
と
っ
て
は
刺
激
的
な
勤
務
地
で
す
。

　

周
知
の
と
お
り
、
兵
庫
県
は
戦
後
の
書
壇
で
活
躍
し
た
多
く
の
書
家
を
輩
出
し
、
特
に

神
戸
は
彼
ら
の
活
躍
の
場
で
あ
り
ま
し
た
。
現
在
で
も
書
活
動
を
す
る
人
口
は
多
い
の
で

す
が
、「
書
の
街
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
現
代
の
書
を
語
る
上
で
、
神

戸
な
く
し
て
語
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
筆
者
に
と
っ
て
、
本
学
か
ら
「
書
の
街 

神
戸
」
を
発
信
し
た
く
、
書
を
学
ぶ
学
生
と
と
も
に
七
年
間
奮
闘
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
下
で
書
道
の
教
員
免
許
を
取
得
で
き
る
数
少
な
い
本
学
で
す
が
、
書
道
分
野
に

お
け
る
知
名
度
は
低
い
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
書
を
学
ぶ
た
め
に
進
学
し
て
き
た
学
生

た
ち
に
は
、
近
代
以
降
の「
神
戸
ら
し
さ
」と「
自
由
さ
」を
感
じ
、
何
か
新
し
い
書
の
可
能

性
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
関
西
地
域
の
高
校
生
を
対
象

と
し
た
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
や
、
最
も
神
戸
ら
し
さ
が
あ
る
元
町
の
美
し
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

書
作
品
展
を
開
催
し
、
少
し
ず
つ
で
す
が
そ
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
学
生
た
ち
と
様
々
な
取
り
組
み
を
行
う
中
、
神
戸
市
や
神
戸
市
立
博
物

館
な
ど
と
連
携
し
、
書
道
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
書
を
通
じ
て
地
域

貢
献
を
行
う
機
会
も
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
で
は
百
貨
店
と
の
連
携

を
通
し
て
「
時
代
感
」
を
探
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

従
来
の
伝
統
的
な
書
の
学
び
を
決
し
て
疎
か
に
す
る
こ
と

な
く
、
し
か
し
、
書
が
時
代
に
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
も
な
い

よ
う
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、
伝
統
の
名
の
上
に
胡
坐
を
か

く
こ
と
の
な
い
模
索
を
、
学
生
た
ち
自
ら
が
続
け
る
こ
と
を

目
標
に「
書
道
コ
ー
ス
」を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
昨
今
、「
女

子
大
」
に
は
逆
風
が
強
く
、
厳
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
現
代

社
会
に
お
い
て
書
を
活
か
し
た
多
様
な
貢
献
が
で
き
る
人
材

を
育
成
し
て
ま
い
り
た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
展
覧
会
報
告
　「
古
今
和
歌
集
を
愛
で
る
」

五
島
美
術
館
　
佐
々
木
　
佑
　
記

　

五
島
美
術
館
（
東
京
都
世
田
谷
区
）
で
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
（
土
）
か
ら
五
月
七
日

（
日
）
に
か
け
て
「
館
蔵　

春
の
優
品
展
―
古
今
和
歌
集
を
愛
で
る
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

五
島
美
術
館
で
は
現
在
、
現
存
最
古
の
『
古
今
和
歌
集
』
の
写
本
の
断
簡
で
あ
る
重
要
文

化
財
「
高
野
切
古
今
集
〈
第
一
種
〉」
や
瓜
文
の
雲
母
摺
り
が
特
徴
的
な
重
要
文
化
財
「
寸

松
庵
色
紙
」
を
は
じ
め
、
現
在
お
よ
そ
二
十
幅
の
『
古
今
和
歌
集
』
の
古
筆
切
を
収
蔵
し

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
重
要
文
化
財
「
大
手
鑑　

筆
陣
毫
戦
」
に
貼
ら
れ
た
断
簡
も
複
数

あ
り
ま
す
。
展
示
室
１
で
は
こ
れ
ら
古
筆
切
の
ほ
か
森
田
竹
華（
一
九
〇
八
―
一
九
七
七
）

の
代
表
作
や
前
衛
書
家
と
し
て
知
ら
れ
る
大
澤
竹
胎
（
一
九
〇
二
―
一
九
五
五
）
の
仮
名

作
家
時
代
の
散
ら
し
書
き
の
優
品
な
ど
を
展
観
し
ま
し
た
。

　

展
示
室
２
で
は
、
当
館
が
収
蔵
す
る
国
宝
「
源
氏
物
語
絵
巻　

鈴
虫
一
・
鈴
虫
二
・
夕

霧
・
御
法
」の
特
別
展
示
に
関
連
し
て
、
御
所
蔵
者
の
ご
協
力
に
よ
り
藤
原
定
家
自
筆「
源

氏
物
語
奥
入
断
簡　

胡
蝶
」（
一
幅
・
個
人
蔵
）
を
展
示
初
公
開
い
た
し
ま
し
た
。
本
品
は

『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
で
あ
る
藤
原
定
家
自
筆
の
国
宝
「
源
氏
物
語
奥
入
」（
一
帖
・
個

人
蔵
）
の
一
部
と
し
て
、
令
和
四
年
四
月
二
十
日
付
『
読
売
新
聞
』
で
報
道
さ
れ
た
一
幅

で
す
（
詳
細
は
、
池
田
和
臣
氏
「
定
家
筆
源
氏
物
語
奥
入
の
新
出
断
簡
に
ち
な
ん
で
」『
中

央
大
学
文
学
部
紀
要
』中
央
大
学
文
学
部
、二
〇
二
二
年
二
月
、五
一
～
六
三
頁
）。第
二
十

帖
「
胡
蝶
」
の
注
釈
に
あ
た
る
も
の
で
、
定
家
独
特
の
丸
み
を
帯
び
た
筆
跡
で
唐
時
代
・

白
居
易
の
詩
集『
白
氏
文
集
』
を
踏
ま
え
た
六
行
と
と
も
に「
わ
が
そ
の
の
梅
の
ほ
つ
え
に

鶯
の 

ね
に
な
き
ぬ
べ
き
恋
も
す
る
か
な
」（『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
一「
恋
歌
一
」四
九
八

番
）
が
二
行
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
源
氏
物
語
研
究
の
一
端
を
示
す

貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

く
、
松
平
不
昧
（
一
七
五
一
―
一
八
一
八
）

と
田
中
親
美
（
一
八
七
五
―
一
九
七
五
）
の

箱
書
が
添
う
軸
装
の
本
品
は
茶
の
湯
の
掛
物

と
し
て
も
珍
重
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。

図
ら
ず
も
展
示
室
１
の
テ
ー
マ
展
示
と
併
せ

て
定
家
が
し
た
た
め
た
『
古
今
和
歌
集
』
を

愛
で
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

展覧会広報物（チラシ・表）

書作品展会場
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　「 

全
国
大
学
書
道
学
会
創
立
六
十
五
周
年
記
念
企
画
　 

台
湾
研
修
旅
行
」
第
一
次
案
内

　

本
年
度
の
「
特
別
企
画
」
は
全
国
大
学
書
道
学
会
創
立
六
十
五
周
年
を
記
念
し
て
、
台

湾
研
修
旅
行
を
開
催
し
ま
す
。
本
学
会
で
は
六
十
周
年
の
折
も
台
北
を
中
心
と
し
た
台
湾

研
修
旅
行
（
二
泊
三
日
）
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
台
北
だ
け
で
な
く
、
台
湾
南
部

の
高
雄
か
ら
台
北
ま
で
を
縦
断
す
る
三
泊
四
日
の
研
修
旅
行
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

そ
の
概
略
を
説
明
し
ま
す
と
、
ま
ず
成
田
空
港
か
ら
空
路
高
雄
へ
入
り
ま
す
。
高
雄
市

内
を
散
策
後
に
、
屋
外
ア
ー
ト
や
最
新
シ
ョ
ッ
プ
が
軒
を
連
ね
る
倉
庫
街
・
駁
二
芸
術
特

区
、
高
雄
最
大
の
夜
市
で
、
海
鮮
も
豊
富
な
六
合
国
際
観
光
夜
市
を
散
策
し
、
台
南
へ
移

動
し
ま
す
。

　

台
南
は
台
湾
き
っ
て
の
古
都
で
す
。
当
地
に
あ
る
台
南
大
学
で
は
書
道
分
野
の
人
材
を

養
成
し
、
国
際
交
流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
語
の
通
じ
る
教
師
陣
や
学
生
と

交
流
す
る
予
定
で
す
。

　

台
湾
中
部
で
は
嘉
義
県
太
保
市
に
、
二
〇
一
五
年
に
開
院
し
た
國
立
故
宮
博
物
院
南
院

を
参
観
し
ま
す
。「
ア
ジ
ア
芸
術
文
化
博
物
館
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
滞
在
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
書
道
に
関
す
る
特
別
展
を
鑑
賞
す
る
予
定
で
す
。
嘉
義
か

ら
台
北
へ
は
、
日
本
の
技
術
が
導
入
さ
れ
た
新
幹
線
を
使
っ
て
移
動
し
ま
す
。

　

台
北
で
は
國
立
故
宮
博
物
院
で
書
画
碑
帖
、
中
央
研
究
院
内
歴
史
文
物
陳
列
館
で
は
青

銅
器
、
漢
簡
、
碑
帖
を
中
心
に
鑑
賞
し
ま
す
。
目
下
特
別
閲
覧
も
交
渉
中
で
す
。
ま
た
、

収
蔵
家
の
林
宗
毅
の
庭
園
で
あ
る
林
本
源
園
邸
、
書
道
関
連
書
籍
、
文
房
四
宝
の
専
門
店

で
あ
る
勝
大
荘
や
蕙
風
堂
に
も
立
ち
寄
り
、「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」
の
モ
デ
ル
と
言
わ
れ

て
い
る
、
台
湾
北
部
に
あ
る
レ
ト
ロ
な
九き
ゅ
う
ふ
ん份も
観
光
し
ま
す
。
小
籠
包
で
有
名
な
鼎
泰
豊

に
も
立
ち
寄
る
予
定
で
す
。

　

今
回
の
旅
行
に
あ
た
っ
て
は
、
今
回
の
第
一
次
案
内
で
参
加
希
望
者
を
把
握
し
て
旅
行

団
の
規
模
を
確
定
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
本
年
八
月
頃
に
第
二
次
案
内
を
配
付
し
て
、
参

加
者
、
旅
程
、
料
金
を
確
定
し
、
本
年
九
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
大
学
書
道
学
会
大
会
の

総
会
で
ご
報
告
し
ま
す
。
な
お
、
研
修
旅
行
に
つ
い
て
は
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も

情
報
を
随
時
公
開
し
ま
す
の
で
、
適
宜
御
覧
お
き
下
さ
い
。
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

時

 

令
和
五
年
十
二
月
二
十
七
日
（
水
）
～
十
二
月
三
十
日
（
土
）　

三
泊
四
日

旅
　
　
程

 

（
今
後
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

 

十
二
月
二
十
七
日　

 

成
田
空
港
発
、
高
雄
空
港
着
。
駁
二
芸
術
特
区
、
六
合
国
際
観
光

夜
市
を
散
策
。
台
南
泊
。

 

十
二
月
二
十
八
日　

 

台
南
大
学
視
察
、
國
立
故
宮
博
物
院
南
院
に
て
研
修
、
蕙
風
堂
で

お
買
い
物
。
台
北
泊
。

 

十
二
月
二
十
九
日　

 

國
立
故
宮
博
物
院
に
て
研
修
。
勝
大
荘
で
お
買
い
物
。
九
份
観
光
。

台
北
泊
。

 

十
二
月　

三
十
日　

 

中
央
研
究
院
、
林
本
源
園
邸
に
て
研
修
。
免
税
店
で
お
買
い
物
。

台
北
松
山
空
港
発
、
羽
田
空
港
着
。

費
　
　
用

 	

一
七
五
、
二
〇
〇 

円

 

※ 

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
高
下
に
よ
り
、
今
後
多
少
の
費
用
の
変
更
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

参
加
申
込

  

今
回
の
旅
行
は
会
員
限
定
で
す
。
下
記
フ
ォ
ー
ム
よ
り
、 

令
和
五
年
七
月
七
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

【	

全
国
大
学
書
道
学
会
創
立
65
周
年
記
念
企
画 

台
湾
研
修
旅
行
参
加
登
録
用G

o
o
g
le

フ
ォ
ー
ム
】

　

h
ttp
s://fo

rm
s.g
le/F
d
E
2
E
x1
U
F
TjJm

yrr6

　

※ 

フ
ォ
ー
ム
で
の
お
申
し
込
み
が
難
し
い
場
合
、
下
記
の
お
問
い
合
わ
せ
先
に 

メ
ー
ル
か
、
葉
書
に
て
、
次
の
情
報
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

・		

ご
氏
名
（
漢
字
と
ひ
ら
が
な
）、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、	

常
時
連
絡
が
と
れ
る
電
話
番
号

お
問
い
合
わ
せ
先

二
五
二
―
〇
三
八
三

 
神
奈
川
県
相
模
原
市
南
区
文
京
二
―
一
―
一 

　

相
模
女
子
大
学
一
〇
号
館

　
　

全
国
大
学
書
道
学
会
編
集
局

 

下
田　

章
平 

宛

 
s-shim

oda@
isc.sagam

i-w
u.ac.jp

参加登録用Googleフォーム
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全国大学書道学会新入会員（準会員）用会員票　入会申込書
どちらかに〇〔  会　　員 ・ 準 会 員  〕
　　　　　　〔  新規入会 ・ 再 入 会  〕 申込年月日　　　　　年　　　月　　　日

郵便番号　〒　　　　－

住　所（自宅）

帰省先（大学院生のみ記入）　〒　　　　－

ふりがな
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雅号

生年月日（西暦）　　　　　　 　　　　年　　　　　　　　月　　　　　　　　日

電話（自宅）　　　　　　　（　　　　　）

FAX（自宅）　　　　　　　（　　　　　）

E‒mail
自宅・勤務先

所属機関 名　称

会　員：名誉教授　教授　准教授　講師　助教　助手　非常勤講師　教諭
　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）
準会員：大学院　博士課程　修士課程

所在地（所属機関）　〒　　　　－

電話（所属機関）　　　　　（　　　　　）

FAX（所属機関）　　　　　（　　　　　）

推薦者（会員）氏名

推薦理由

本会規約第２条に定めた資格（国公私立大学・短期大学 ･ 付属学校・専門学校の書道担当教員、及び元会員）に該当する
方は、推薦者及び推薦理由の記入は不要です。

＊ ご記入いただいた住所・氏名等の情報は、本学会事務のために利用し、そのほかの目的では
利用しません。

事務局　鎌倉女子大学短期大学部 杉山勇人 宛に　郵送・PDF送付をお願いします。

送付先：〒247‒8512　神奈川県鎌倉市大船6‒1‒3　　鎌倉女子大学短期大学部
	 全国大学書道学会事務局　杉山勇人
	 E‒mail：sgym-hyt@kamakura-u.ac.jp
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